20200308レムナント教会1部
  大義名分に騙されず(Ⅰサムエル記15:22-23)
誰ひとりとして自分は不幸になりたいと言う人はいないでしょう。それなのに実際は皆、幸せになれず不幸の中を生きています。いま世界中が新型コロナの脅威に怯えて、ニュースなどもコロナ一色になっています。まるで地球上の問題がそれだけかのような勘違いに陥る可能性もあるわけです。しかし、いつなのかは明確に分かりませんけれども、このコロナも収束に向かうようになります。いまそのような感染病が広まっている間でも変わらず国際紛争は続いているし、また内戦で苦しんでいる国も変わりなくあります。またその間でも社会問題、社会の様々なトラブルも依然として変わりなく続いているし、社会犯罪も止めることなく増える一方です。それをニュースで報道するかしないかの違いだけです。そして、依存症、中毒、変な不思議なやっかいないろいろな病を患うということも変わることはありません。家庭も崩壊し、青少年の問題もその勢いが止まることはありません。そういう中でひとりひとり個人の孤独さ、寂しさを埋めるためにもがいて苦しみ、またさまよい続けること、それも依然として何も変わらないし、むしろ増えて強くなる一方ではないでしょうか。

皆幸せになりたいのに、なぜそうならないで苦しんでいるのでしょうか。その根底の方には、実は皆自己中心という本性があるからなのです。自分さえ良ければ、自分さえうまくいければという本性のゆえにそうなってしまいます。ですから結局、お金が中心になり、健康が中心になるしかありません。そのために出世を目標にして、成功を目標にして、必死に頑張るしかないわけです。そのような本性が様々な不幸やトラブルの根底にあるということを理解しないといけないと思います。そして、より大変なのは、その根底の裏側、根っこのいちばん根本の方にある「なぜ皆が自己中心の本性を捨てることができないか」と言いますと、聖書だけが教えることです。ローマ3：23、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。神様に対して罪を犯した結果なのです。その結果、エペソ2：1「自分の罪過と罪との中に死んでいた者であって」、神様を離れることになりました。神様を離れるということは、ヨハネ8：44「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出た者」である自分の意志とまったく関係なく、悪魔に最初から属するようになってしまいました。これが根っこの根っこ、根本の方にある不幸の本当の問題なのです。そうならば幸せを失い、不幸の中をさまよい続ける人間に、人生に本当に必要なことは何でしょうか。

それはワクチンではなくて、この不幸の運命、のがれることができない滅びの運命から解き放たれて、神様と出会い、神様と一緒になることです。それをいのちと言います。しかし、残念ながら私たち人間には、神様に会うことができる力がありません。人は罪を犯すこと以外には能力を持っていません。それで神様は自ら人を憐れみ、神様と一緒になるこの滅びの運命から解放される道を備えられました。その道の名前がキリストです。キリストは、悪魔のしわざを打ち壊されるまことの勝利の王様であり、キリストはすべての罪を聖められるまことの祭司であり、キリストは神様と会える道となるいのちである預言者です。油注がれた者、キリストこそが時代がどう変わろうが、どんな問題があろうが、人間、人類に必要な唯一の答えです。そのキリストが十字架にかけられて、すべてを完了したと宣言され、死の力を打ち破って三日目によみがえられ、いまも歴史を動かしていらっしゃる万軍の主であるイエス様がそのキリストです。ですから、イエス・キリストを信じることが人類に、また不幸な人生に必要な答えです。これは時代がどう変わろうが変わることのない不変の真理です。そして、ここで礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは、このキリストの証し人として、この真理の証人として召されて伝道者の人生を歩むように祝福されている存在であることを覚えていただきたいと願います。サタンはそれを恐れて、信者の私たちがこの真理のイエスの証し人として伝道者の道を歩むことができないように邪魔するわけです。特にそのサタンはいろいろな方法で教会、信徒を攻撃しますが、その中のいちばんの武器の一つが大義名分というものです。Ⅱコリント4：4には、この世の神と言われている悪魔、サタンが人々の思いと心をくらませることによってキリストが輝かないようにしているとあります。そのように邪魔するわけです。その方法の中の方法が大義名分というものなのです。このことを今日の聖書を中心にしっかりと理解して、私たちは神様に用いられる、本当に人を生かす証し人として残りの生涯を歩いていただきたいと願います。

今日の聖書はその悪魔のしわざに見事にやられていたサウルに対してのお話です。今日の聖書を見ますと、以前、イスラエルがカナンの地に向かって進んでいるときに、それを妨害して邪魔していたアマレクという部族がありました。神様がそのアマレクを絶滅しなさいと命じられたわけです。それを聖絶と言います。何一つ残さずに全部おろしなさい。何も持ってきてはいけませんと命じられたのに、このサウルは他のすべては片付けて、しかし、その中で最良の牛や羊などを連れてきたわけです。預言者サムエルがやってきて、「これは何事なのか。神様のおっしゃることを破ったのだね」と指摘したときに、サウルは「言われたとおりやりましたよ。でも、最良の動物などを連れてきて神様にいけにえとしてささげるために持ってきただけですよ」と答えます。神様は絶滅しなさいとおっしゃったのに、良い話のように聞こえるでしょう。主のために…というような大義名分なのですが、神様はこれひとつも残さないように、つまり、キリストオンリーであり、世のあるものと混ざってはいけませんというメッセージだったのに、サウルはいまの私たちの言葉で申し上げると、なぜオンリー、オンリーなのか。なぜイエス、イエス、イエスだけなのか。世の中にも良いものはたくさんあるのに、他の宗教にも良い話はたくさんあるのに…という反応だったわけです。もちろん世の中には良いものはたくさんあります。それを認めないわけではありません。しかし、それとキリストオンリーを崩すこととは違う話です。サウルはこれが初めての過ちではありません。それ以前も13章のところで、ペリシテの兵隊とイスラエルの兵隊とが向かい合って戦争をするために準備していました。そこで預言者、祭司だったサムエルが来て、神様にいけにえをささげ、礼拝をささげることによって戦争がスタートすることになっていました。でも、サムエルがなかなか約束していた時間通りに来ませんでした。すると、イスラエルの兵隊たちの士気が落ちてひとりずつ散っていきます。サウルがその光景を見て「このままではいけない。この状況をどうにかしないと」と思って捧げ物を持ってきなさいと自分でいけにえを捧げたわけです。その後、サムエルがやってきて「どういうことをしたのでしょうか」。神様の戒めを破ったことなのです。するとサウルはまたお話します。「いまこういう敵と向かい合っている状況の中で、このまま何もしないでいると敵にやられるようになるし、兵隊や民は士気が落ちて散っていくわけですからどうにかしないといけなかったので私はこのように仕方がなくやりました」とごもっともな話なのです。しかし、神様はそれを許されませんでした。いまの言葉でいうとサウルはもっともな言い訳、その大義名分がありましたが、それによってイエスじゃなくてもいいのではないか、イエス、イエスじゃなくてもという方向に行ったわけです。神様はそれを許されませんでした。戦争に勝つことも大事なのですが、その大義名分のゆえにイエスを無視してイエスを捨ててもいいということは存在しません。
神様は最後にサムエルを通してサウルにこのように言います。「あなたが主のことばを退けたので、主もあなたを王位から退けた」。この言葉通りになってしまいました。私たちが勘違いしてはいけないし、気をつけないといけないのは、どのような大義名分でもイエスの福音にまさるものは存在しません。言葉を変えますと、イエス様を無視して、イエス様を後にすることができるどんな大義名分も宇宙には存在しないということを心に留めていただきたいと願います。世の中は今起きている状況、それがすべてです。だから、状況を打開するということが基準なので、その状況がコロコロ変わることによって答えも変わると思っているところ、それがこの世というところです。それを難しい言葉で状況倫理と言います。ごもっともなお話なのです。すべてがなるほどと頷くようなお話です。家庭の平和を守るためにと。家庭の平和は大切です。それを無視するわけではありません。でも家庭の平和という大義名分のゆえに信仰から離れ、イエスがいらない、イエスを退けることができる理由にはなりません。この社会の秩序や安寧のためにという大義名分、社会が守られることは大切なことです。しかし、それが大義名分になることによって礼拝などは守らなくてもいいよ。キリスト、キリストオンリーと言ってはいけませんという方向に行ってはいけないわけです。抑圧されている人のために、社会の弱者のためにという素晴らしい大義名分があります。それはもちろん大切なことなのです。しかし、そのようなことが大義名分になることによって、イエス、イエスという場合ではないよという方向に持っていこうとするわけです。ごもっともな大義名分、理屈なので、教会もついついそれに惑わされるようになります。
昔、南アメリカのいくつかの国がとても貧しく、独裁者の政権下で国民が苦しんでいる時期がありました。そこで教会が立ち上がったわけです。ある有名な神学を研究している人の理論によって、いまこの国が独裁者の政権下で皆が自由を奪われ苦しんでいる。そして、その結果、食べ物に困っているような生きるか死ぬかの状況なのに、イエスを信じると救われる、たましいがなんとかという場合ではないでしょう。いま神様が望んでいらっしゃることもこの政権を変えて、国民のひとりひとりがしっかり食べることができるように、裕福になるようにしないといけないのではないか。だからイエスの代わりに革命とパンをと旗を掲げて教会が起き上がった時があります。そこで生まれたものが解放神学というものです。その状況下で苦しんでいる人が聞きますと、ごもっともなお話ではないでしょうか。そういう苦しんでいる人々をないがしろにして無視してもいいという幼稚な話ではありません。しかし、それが大義名分になり、状況を打開しないといけないのではないかという大義名分のゆえにイエスは退けられるようになりました。昔、日本の植民地下で神社で拝みなさいと言われたことを牧師たちが拒否して刑務所に入れられることになりました。その刑務所の中にいるときに刑事が来て牧師に言いました。「嘘でもいいから、本心でなくてもいいから、この神社の前で一回お辞儀をすると釈放してあげるよ」。「私は死んでもそれはしません。できません」と牧師が拒否したら、その刑事が言いました。「よく考えてみなさいよ。ここで信仰を守ると威張ることによってあなたが死ぬとしましょう。それで終わりでしょう。でも、本心じゃなくていいから、上辺だけでも良いから一回偶像崇拝をすることによって釈放されると、それから伝道の布教活動をすればより多くの人が助かるようになるのではないか。なんでそんなに愚かな計算をしているのか」と言われて、聞いてみるとそうかなと思ったわけです。それでお辞儀をしてその牧師は釈放されたそうです。これが状況神学というものです。もっともな話のように聞こえるでしょうけれども、どんな大義名分があろうがそれによって偶像崇拝ができる、イエスを退ける、イエスを無視してもいいような大義名分は存在しません。もしそれがどれほど世の中でもっともな理屈に合う大義名分だとしても、それによってイエス・キリストが退けられることになれば、今日の聖書にあるようにその大義名分は、つまり、家庭の平和のために、社会の安寧のために、世界平和のためにということは偶像崇拝と同じものであり、占いと同じものだということが聖書の教えであり宣言なのです。今現在も世界平和という大義名分のゆえに、オンリーということを片付けて、自分だけの独特な信仰の内容は引き出しの中にしまっておいて、皆が共通できる部分だけ取り上げて、手を取り合って、仏教でもイスラム教でもカトリック教でもキリスト教でもどこの宗教でも一緒になって世界平和のために進んでいくべきではないのか。それがWCCの動きです。世の中の人が見ると素晴らしいなと拍手を送るかもしれません。問題なのは、キリスト教会も「なるほど。そうかな」と思うことです。それは偶像崇拝なのです。でも、やっかいなのは、とても難しいのは、それが大義名分に当たることなので、もっともな実際に必要なことなので、ついついそれに騙されるようになるわけです。サウルが大義名分のゆえに状況を打破しないといけないという自分なりの理屈のゆえにイエスを退け、またオンリーイエスなどいらない、世の中にもいろいろ良いものがいっぱいあると混ぜようとしていたわけです。それに対して神様はこのように評価しています。もし私たちがこのような内容をよく理解できないまま聖書を読みますと、なんでこれがこんなにひどい結果になるのかと思うかもしれません。
改めて申し上げます。どのような大義名分もイエスの福音にまさるものはありません。イエスの福音より先走って良いものは存在しません。イエス様を無視してもいい大義名分は宇宙に存在しません。これが徹底的に、ここで礼拝をささげている信者の皆さんの心に刻み込まれることを祈りたいと思います。ですから、これを教訓にして、今日この礼拝を通して私たちの信仰告白を改めてそれを宝物にして絶対譲ることのない信仰告白の上にしっかり立つようにしましょう。その信仰告白は誰が何と言おうと、状況がどう変わろうが、キリスト・イエスしか道はありません。キリスト・イエスオンリーなのです。そして、この世界の宇宙のテーマは、環境や平和ではなくて、神の国オンリーです。この歴史もいつかは終わります。そのときに私たちが理想として取り上げている世界というものはそのときに訪れるものです。神の国オンリーです。そして、聖霊の力オンリーです。私たち信徒が生きる理由は、イエスの証人オンリーです。他の理由はありません。仕事、職業、専門、才能がどうであろうが、クリスチャンであれば生きる理由はイエスの証人オンリーです。そして、方法も祈りオンリーです。これは譲ってはいけません。どんな大義名分があろうが、世にあるものと混ぜてもいけないし、譲ってもいけないものです。
サウルが最初、神様に王として召されたときに、謙虚な思いで群衆の前に姿を現しませんでした。非常に謙虚な人間でした。そして、その外見は他の人より背丈も高いしガッチリしている、まるでその外見は将軍のような人間でした。けれども、その人の人格的な品性、また外見のすごさなども神様に用いられることとは全く関係ないということが今日の聖書の教訓です。イエスを逃してしまうとすべてを失うことなのです。イエスなしで他の大義名分などは偶像に当たるものになります。イエスを逃してしまうと、イエスを失うと、すべてを失うことになるわけです。ここでもし私たちが、私たちもサウルのように最初は用いられて、またうっかりすると神様の捨てられるかもしれませんと考えてはいけません。この聖書の教訓は、いまここで礼拝をささげているレムナント教会の兄弟姉妹の皆さんはサウルのように捨てられることはありません。逆に必ず神様に用いられる者なのだよという宣言です。なぜなのでしょうか。私たちは愚かなものであり、弱さだらけの存在ですが、イエス様をキリストとして告白している者ではないでしょうか。その信仰告白の素晴らしい祝福を、その宝を改めていただきたいと思います。皆さんの才能や能力や人格などと一切関係なく、イエス様をキリストとして告白してその信仰の上に立っているがゆえに私たちは必ず神様に用いられるしかない者です。その確信を改めてしっかり持っていただきましょう。それなのにイエス様以外のところに興味が奪われている人がいれば、そこから立ち返って信仰告白を改めて、その信仰告白を大事にしなさいよという勧めです。

改めて申し上げましょう。ここにいらっしゃる私たちは、信じたばかりの人でも長い信仰経歴の方であっても、いま置かれている環境、状況がどうであろうが、学歴があるかないか、健康なのか病弱なのか一切関係ありません。神様に用いられる唯一の条件、いちばんの理由はイエスを握ることです。イエスがキリストだと信じる信仰を持っている人は、信じてください。必ず神様に用いられるようになります。それを信じて私たちの神経を整えて、イエス様に集中していきましょう。イエス様に集中さえすれば、その時刻表は訪れてくるようになります。そのためにイエス様に集中することを妨害するもの妨げるものはなんなのかを吟味して、それを取り払いましょう。それがどんな大義名分であろうが、どんな理屈であろうが、どんなにもっともな理由であろうがイエス様に集中すること、信仰告白を妨げるものであれば、それは偶像崇拝、つまり、悪魔、サタン、悪霊の働きなので、イエスの御名によって、蛇の頭を踏み砕いて勝利なさった復活のイエスの御名によって「悪霊よ、去れ」と言わないといけません。それを退けるようにしましょう。それを退けないで、イエスを退けると、神様は「そうなのか。私もおまえを退こう」となっちゃうのです。このサウルの場合は。私たちは神様の恵みによって、イエスの血が流れている者です。イエスのいのちが宿っている存在です。それを大事にするかしないか、サタンによって様々な理屈や状況、いろいろな大義名分によって惑わされている場合もあるでしょうけれども、今日のメッセージをきっかけにそれを取っ払って、イエスに集中するようにしましょう。私は神様に用いられるしかない者だ。サウルとは違う。理由は、イエスはキリストだと信じているからです。このイエスはキリストですという信仰告白のすごさを改める機会になっていただきたいと思います。それで大義名分に騙されないで、それでもキリスト、だからキリスト、結局キリストと告白して、悪魔がひざまずく勝利のクリスチャンになることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。サウルが王として立てられたのにも関わらず、イエスを退けることによって、イエスを無視することによって、その祝福が終わってしまったということを教えられました。どんな大義名分でもイエスに優るものは存在しないということを改めて告白して、いまイエスはキリストですという信仰告白を大事に宝物にして、その信仰告白にしっかりと立つことができるように。そして、私は神様に用いられるしかない幸いなものだという確信を心から喜ぶことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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